
「きれいなふるさとづくり条例」
〜笑顔あふれるみらいのために〜

特集

（６月 12日　環境学習　第１保育所）
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今月のみどころ
・�特集「きれいなふるさとづく
り条例」
・�平成 29年度富士川町職員採
用試験案内

【くらしのカレンダー】
・2017ふじかわ夏まつり
・総合健康診査日程のご案内



「
き
れ
い
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
条
例
」

さ
ら
な
る
ご
み
の
減
量
を
め
ざ
す

「
き
れ
い
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
条
例
」
が
施
行
さ
れ
ま
す
！

　
7
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
「
富
士
川
町
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
正
処
理
等
に
関
す
る
条
例
」
は
、
町
と
事
業
者
、

町
民
の
協
働
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
ご
み
の
減
量
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
条
例
が
皆
さ
ん
か
ら
身
近

に
感
じ
て
い
た
だ
き
、ご
み
の
減
量
に
向
け
た
生
活
ス
タ
イ
ル
の
転
換
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
条
例
の
愛
称
を
募
集
し
、

「
き
れ
い
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
条
例
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

「きれいなふるさとづくり条例」
〜笑顔あふれるみらいのために〜

特集

ごみを減量するための基本理念
3つのR

　条例が施行することに伴い、
いったいどんな取り組みをすれ
ば良いのでしょうか。まずは、
3つのRを日頃から考え実践し
ていきましょう。
　「3R」は、ごみの量を減らす
（Reduce リデュース）・繰り返
し使う（Reuse リユース）・再
び利用する（Recycle リサイク
ル）という、3つの行動を示し
ています。

Reduce

RecycleReuse

　町では、さらなるごみの減量を図るため、条例を改正し、
7月1日から「富士川町廃棄物の減量及び適正処理等に関する
条例」が施行されます。
　今回は、この条例の施行に伴うごみの減量に向けた取り組み
や町のごみ事情について特集します。

リデュース

リサイクルリユース

ものを繰り返し使うことものを繰り返し使うこと
・壊れたものを簡単に捨てずに
　修理して使う
・いらなくなったものは捨てずに
　必要な人に譲る
・マイはしを持ち歩いて使う　　など

使い終わったものを
資源として再び利用すること
使い終わったものを
資源として再び利用すること
・古新聞や古紙を資源回収に出す
・リサイクルボックスでごみを分別する
・リサイクルされた製品を選んで買う
　　　　　　　　　　　　　など

ごみの量を減らすことごみの量を減らすこと
・詰め替えのできる製品を選んで買う
・必要のない包装は断る
・レジ袋を断る　　　など
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こ
の
条
例
で
は
、ご
み
の
減
量
に
向
け
て
、重
点
化
す
る
べ
き
3
つ
の
分
野

1
小
売　
2
食
品　
3
催
事　
に
お
い
て
、皆
さ
ん
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

リ
ユ
ー
ス
食
器
の
普
及
な
ど
で
ご
み
の
削
減
に
取
り
組
む
N
P
O
法
人

ス
ペ
ー
ス
ふ
う
の
永
井
寛
子
理
事
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
〜
こ
こ
か
ら
が
ご
み
の
減
量
に
向
け
た
ス
タ
ー
ト
〜

　
「
き
れ
い
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り

条
例
」
と
い
う
愛
称
は
、
親
し
み

が
あ
っ
て
、
と
て
も
良
い
愛
称
で

す
ね
。

　
こ
の
条
例
が
で
き
た
か
ら
終
わ

り
で
は
な
く
て
、
こ
こ
か
ら
が
ご

み
の
減
量
に
向
け
た
ス
タ
ー
ト
だ

と
思
い
ま
す
。

　
条
例
で
は
町
、
町
民
、
事
業
者

の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
取
り
組

み
や
責
務
が
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
、
行
政
に
任
せ

る
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
町
民
や

事
業
者
が
協
働
で
ご
み
の
減
量
に

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
ご
み
の
減

量
に
取
り
組
み
、
富
士
川
町
が
ご

み
減
量
に
取
り
組
む
先
進
的
な
自

治
体
と
な
っ
て
い
く
こ
と
に
期
待

し
た
い
で
す
ね
。

　
町
で
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
ご

み
の
分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い

て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、

6
月
に
各
町
立
保
育
所
に
お
い

て
、
園
児
を
対
象
と
し
た
環
境
学

習
を
行
い
ま
し
た
。
空
き
缶
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
ご
み
の
分

別
の
仕
方
を
実
際
に
子
ど
も
た
ち

が
体
験
し
、
学
習
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
さ
ら
な
る
ご
み
の
削

減
の
た
め
、
ご
み
の
減
量
や
発
生

抑
制
に
向
け
た
普
及
啓
発
に
努
め

る
と
と
も
に
環
境
教
育
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

1　小売（買い物）
　・�マイバッグなどを利用し、レジ袋の
受け取りをできる限り辞退したり、
簡易包装の商品を選択するなど、ご
みの減量につながる取り組みを行う
よう努めましょう。

　・�購入した物品の再使用または長期使
用に努めましょう。

2　食品
　・�小売店や飲食店から購入した食品・
食事をできるだけ残さず食べること
などにより、食べ残しや手つかずの
食品の減量に努めましょう。

　・�使い捨ての食器類をできるだけ受け
取らず、または使用しないように努
めましょう。

3　催事（イベントなど）
　・�イベント会場で食品を購入し、また
は食事の提供を受けるときは、洗っ
て繰り返し使える食器（リユース食
器）を優先的に利用するよう努めま
しょう。

　・�イベント会場でごみを分別して排出
できる環境が整備されているとき
は、分別して排出するよう努めま
しょう。

コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト
！

コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト
！

環
境
学
習
を

実
施
し
ま
し
た

▲第 3保育所（ 6月 7日）
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ご
み
の
減
量
化
に
向
け
た

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

　
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
次
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
実
施
し
、
そ
の
内
容
や

成
果
を
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
に
よ
り
、
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し

た
。

○
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設

置○
使
用
済
小
型
家
電
の
無
料
回
収

○
使
用
済
家
電
製
品
の
無
料
回
収

○
小
中
学
校
・
保
育
所
の
給
食
施
設

か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
の
た
い
肥

化○
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
導
入
促
進

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る

可
燃
ご
み
の
排
出
量

　
町
内
の
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
可
燃

ご
み
の
排
出
量
は
、
平
成
28
年
度
で

年
間
2
，9
6
9
ト
ン
。平
成
23
年
度

の
排
出
量
の
ピ
ー
ク
か
ら
比
較
す
る

と
3
2
5
ト
ン
減
少
し
て
い
る
も
の

の
、
こ
こ
数
年
は
ほ
ぼ
横
ば
い
状
態

が
続
い
て
い
ま
す
。

町
民
一
人
当
た
り
で
は
…

　
平
成
28
年
度
に
町
内
の
家
庭
か
ら

出
さ
れ
た
可
燃
ご
み
を
町
民
1
人
当

た
り
に
換
算
す
る
と
、
1
8
8
キ
ロ

グ
ラ
ム
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
中

央
市
に
あ
る
中
巨
摩
広
域
事
務
組
合

清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
ご
み
の
搬
入
を
し

て
い
る
甲
斐
市
、
南
ア
ル
プ
ス
市
、

中
央
市
、
昭
和
町
お
よ
び
市
川
三
郷

町
の
5
市
町
の
中
で
2
番
目
に
少
な

い
排
出
量
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
み
の
処
理
費
用
は
…

　
町
か
ら
出
さ
れ
た
ご
み
は
、
中
巨

摩
広
域
事
務
組
合
清
掃
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
運
ば
れ
、処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ご
み
を
処
理
す
る
た
め
の

費
用
は
、
ご
み
の
量
に
よ
っ
て
決
め

ら
れ
ま
す
。
町
で
は
平
成
28
年
度
、

年
間
約
1
億
7
，5
0
0
万
円
も
の

お
金
が
ご
み
の
処
理
費
用
と
し
て
使

わ
れ
ま
し
た
。
町
民
1
人
当
た
り
に

換
算
す
る
と
、1
人
約
1
1
，0
0
0

円
の
お
金
が
使
わ
れ
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
ご
み
は
、一
人
ひ
と
り
が
意
識
し
、工
夫
す
る
こ
と
で
ま
だ
ま
だ
減
ら
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
日
常
生
活
に
お
い
て
、で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
笑
顔
あ
ふ
れ
る
み
ら
い
の
た
め
、き
れ
い
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課　
生
活
環
境
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
9

ま
だ
ま
だ
減
ら
せ
る
！

き
れ
い
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
向
け
て

町
の
ご
み
事
情

町
の
ご
み
事
情

（中巨摩広域事務組合調べ）

（中巨摩広域事務組合調べ）

（平成 28 年度実績）

町のごみ処理費用は
年間
約1億7,500万円!!

町における家庭系可燃ごみの排出量
（単位：㌧）

平成 28年度の 1人当たりのごみの排出量
（単位：kg）
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峡
南
広
域
行
政
組
合
で
は
、
職

員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◆
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

　
事
務
職
Ⅰ　
若
干
名

　
消
防
職
A
・
B　
若
干
名

　
（
山
梨
県
町
村
職
員
統
一
採
用

試
験
）

　
栄
養
士
（
慈
生
園
勤
務
）
1
名

　
介
護
職
（
慈
生
園
勤
務
）
若
干

名
　
（
峡
南
広
域
行
政
組
合
単
独
採

用
試
験
）

◆
受
験
資
格

【
事
務
職
Ⅰ
】平
成
元
年
4
月
2
日

か
ら
平
成
8
年
4
月
1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
者
で
、
大
学
を
卒
業
し

た
者
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
者
並

び
に
同
程
度
の
学
力
を
有
す
る
者

【
消
防
職
A
】平
成
元
年
4
月
2
日

か
ら
平
成
8
年
4
月
1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
者
で
、
学
校
教
育
法
に

よ
る
大
学
（
短
大
を
除
く
）
を
卒

業
し
た
者
ま
た
は
平
成
30
年
3
月

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者

【
消
防
職
B
】平
成
元
年
4
月
2
日

か
ら
平
成
12
年
4
月
1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
者
で
消
防
職
A
の
要
件

に
該
当
し
な
い
者
か
つ
高
校
を
卒

業
し
た
者
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の

者※
別
途
住
所
要
件
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

【
栄
養
士
】昭
和
42
年
4
月
2
日
か

ら
平
成
9
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者
で
、
栄
養
士
の
資
格
を

有
す
る
者

【
介
護
職
】昭
和
42
年
4
月
2
日
か

ら
平
成
12
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者
で
、
高
校
を
卒
業
し
た

者
も
し
く
は
卒
業
見
込
み
の
者
ま

た
は
同
程
度
の
学
力
を
有
す
る
者

・
普
通
自
動
車
免
許
所
有
者
お
よ

び
免
許
取
得
見
込
み
の
者
（
A
T

限
定
可
）

◆
受
付
期
間　
7
月
18
日
（
火
）

〜
8
月
10
日
（
木
）
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時
15
分
（
土
日
を
除

く
）

◆
試
験
日

　
1
次
試
験
9
月
17
日
（
日
）

◆
試
験
場
所

【
事
務
職
Ⅰ
・
消
防
職
A
・
B
】
山

梨
大
学
甲
府
西
キ
ャ
ン
パ
ス
（
甲

府
市
武
田
）

【
栄
養
士・介
護
職
】
市
川
三
郷
町

役
場
六
郷
庁
舎
（
市
川
三
郷
町
岩

間
4
9
5
）

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
峡
南
広
域
行
政
組
合　
総
務
課

　
☎
0
5
5
6
―
32
―
5
0
1
1

平成29年度　富士川町職員採用試験案内
　町では、平成30年度採用する職員の試験を次のとおり実施します。

◆採用職種および受験資格など
職　　　種 受　　　験　　　資　　　格 採用予定人数

事務職Ⅰ
※町村職員統一採用試験

平成元年 4月 2日〜平成 8年 4月 1日の生まれで、大学を卒業した方および
卒業見込みの方ならびに同程度の学力を有する方。かつ富士川町内在住または
採用後富士川町内に在住できる方。

若干名

保健師
※町単独採用試験

平成元年 4月 2日〜平成 8年 4月 1日の生まれで、看護系の大学または専門
学校を卒業した方および卒業見込みの方。かつ保健師免許を有する方および保
健師免許取得見込みの方。

1名

社会福祉士
※町単独採用試験

平成元年 4月 2日以降の生まれで、社会福祉士の資格を有する方および社会福
祉士の資格取得見込みの方。 1名

※いずれも、要普通運転免許証

◆受付期間　7月18日（火）〜8月10日（木）　※土日を除く
◆受付時間　午前8時30分〜午後5時15分
・郵送の場合は、8月10日（木）消印有効
・インターネットの場合は、
　7月18日（火）午前0時〜8月3日（木）午後5時15分
　※正常に受信したものに限る。
◆試験日
　第1次試験　� 9月17日（日）※職種によって会場が異なります
　第2次試験　10月23日（月）
◆試験会場
【事務職Ⅰ】　山梨大学甲府西キャンパス（甲府市武田4−4−37）
【保健師・社会福祉士】　富士川町役場1階会議室
※試験案内は、財務課窓口で7月3日（月）から交付します
●お申し込み・お問い合わせ
　財務課　人事給与担当　☎22−7201

峡
南
広
域
行
政
組
合
職
員
採
用
試
験
案
内

そ
の
先
の
未
来
を

描
け
る
人
材
を

求
め
て
!!
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「
河
川
美
化
、河
川
愛
護
の
啓
発
活

動
」
の
一
環
と
し
て
、
河
川
清
掃
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
活
動
は
、
皆
さ
ん
が
身
近
な

河
川
へ
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
河

川
の
重
要
性
を
認
識
し
、
河
川
愛
護

思
想
の
高
揚
を
図
る
た
め
の
活
動
で

す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

日
　
時　
7
月
2
日
（
日
）

※
日
時
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
区
で

異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

●
お
問
い
合
わ
せ

　
土
木
整
備
課　
一
般
土
木
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
3

土
砂
災
害
の
前
兆
現
象
に
注
意
！

　
土
砂
災
害
に
は
、「
が
け
崩
れ
」「
地

す
べ
り
」「
土
石
流
」の
3
つ
の
種
類

が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
発
生
す
る
と
き

に
は
、
何
ら
か
の
前
兆
現
象
が
現
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
前
兆
現
象
に

気
づ
い
た
ら
、
周
囲
の
人
に
も
知
ら

せ
、
い
ち
早
く
安
全
な
場
所
に
避
難

し
ま
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
防
災
課　
防
災
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
8

いつ、どこで、起こるか分からない

土砂災害から身を守るために
　土砂災害は、一瞬のうちに尊い人命や家屋などの貴
重な財産を奪う甚大な被害をもたらします。土砂災害
の被害を防ぐためには、一人ひとりが土砂災害から身
を守れるように備えておくことが重要です。

日頃の備えと早めの避難！
　大雨が降り、土砂災害の危険性が高まると、県と気象庁では共同で、「土砂災害警戒
情報」を発表します。
　この発表は、町の防災行政無線を始め、テレビやラジオ、インターネットなどによ
り、情報を得ることができます。発表された際には、早めに近くの避難所など、安全
な場所に自主避難し、十分に警戒してください。
　また、土砂災害から身を守る知識として、町のハザードマップを活用し、いざとい
うときに備えましょう。
◆土砂災害に関する気象情報

▲（保存版）富士川町土砂災害
ハザードマップ（土砂災害・洪
水避難地図）

河
川
清
掃
に

ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

河
川
清
掃
に

ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

種　類 内　　　　　　容
大雨注意報 大雨による災害のおそれがあると予想されたときに発表されます。

大雨警報
大雨による重大な災害の起こるおそれがあるとき予想されたときに発表されます。
大雨警報には、大雨警報（土砂災害）、大雨警報（浸水害）、大雨警報（土砂災害、浸水害）のように、特に
警戒すべき事項が明記されます。

大雨特別警報
大雨が特に異常であるため重大な災害の起こるおそれが著しく大きいときに発表されます。
大雨特別警報には、大雨特別警報（土砂災害）、大雨特別警報（浸水害）、大雨特別警報（土砂災害、浸水害）
のように、特に警戒すべき事項が明記されます。

土砂災害警戒情報
土砂災害による被害の防止・軽減のため、大雨により土砂災害の危険度が高まったときに市町村単位で発表
されます。
この情報が発表された場合は、土砂災害の危険度が非常に高まっていますので、土砂災害警戒区域及びその
周辺では、厳重な警戒及び早めの避難などの身の安全を確保するための行動が必要です。
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農
業
振
興
地
域（
農
振
）の

除
外
申
し
出
を
受
け
付
け
ま
す

　
農
業
振
興
地
域
（
農
振
）
の
農
用

地
（
田
、
畑
）
に
、
住
宅
な
ど
を
建

築
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
農
振

農
用
地
か
ら
、
除
外
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
農
振
除
外
は
、
該
当
す
る
農
用
地

を
転
用
す
る
必
要
が
あ
り
、
特
に
緊

急
性
お
よ
び
実
現
性
が
認
め
ら
れ
る

も
の
に
つ
い
て
、
申
し
出
を
受
け
付

け
ま
す
。

　
た
だ
し
、
受
け
付
け
た
も
の
す
べ

て
が
除
外
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
除
外
要
件
】

　
農
用
地
（
田
、
畑
）
の
使
用
目
的

を
早
急
に
変
更（
住
宅
用
地
な
ど
に
）

す
る
場
合

【
受
付
期
間
】

期
間　
7
月
10
日
（
月
）
〜
8
月
10

日
（
木
）（
土
日
祝
日
を
除
く
）

時
間　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

15
分

【
申
出
方
法
】

　
「
農
用
地
区
域
除
外
申
出
書
」に
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必
要
書
類

を
添
付
し
、
産
業
振
興
課
ま
で
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
、
産
業
振
興
課
に
備
え

付
け
て
あ
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

※
申
出
書
の
内
容
を
確
認
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
手
数
で
も
産

業
振
興
課
ま
で
直
接
ご
提
出
く
だ
さ

い●
受
付
窓
口
・
お
問
い
合
わ
せ

　
産
業
振
興
課　
農
林
振
興
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
2

◆
対
象
建
築
物

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
も
の
が

対
象
に
な
り
ま
す
。

・�

町
内
に
住
所
を
有
す
る
も
の
が
所

有
し
、
居
住
し
て
い
る
こ
と

　

�（
複
数
の
住
居
が
あ
る
場
合
は
、そ

の
主
な
も
の
）

・�

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
工
事

着
工
し
た
も
の

・�
木
造
で
在
来
工
法
（
軸
組
工
法
・

伝
統
工
法
）
で
あ
る
も
の

・�
2
階
建
て
以
下
、
延
べ
床
面
積

3
0
0
㎡
以
下
の
も
の

・
専
用
住
宅
ま
た
は
併
用
住
宅

　

�（
併
用
住
宅
の
場
合
は
、住
宅
部
分

が
過
半
の
も
の
）

◆
申
込
受
付

　
9
月
29
日
（
金
）
ま
で
随
時
、
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　
申
込
書
は
、
都
市
整
備
課
に
備
え

付
け
て
あ
り
ま
す
。

◆
診
断
実
施
時
期

　

申
込
件
数
が
ま
と
ま
っ
た
時
点

で
、
一
括
し
て
年
度
内
に
実
施
し
ま

す
。

◆
診
断
内
容
な
ど

　
町
が
委
託
し
た
建
築
士
が
申
込
者

の
住
宅
を
調
査
し
ま
す
。

　
診
断
内
容
は
、
間
取
り
・
柱
の
傾

斜
・
筋
交
い
の
有
無
な
ど
で
す
。
地

震
に
対
す
る
耐
力
を
総
合
的
に
判
断

し
ま
す
。

　
診
断
の
結
果
「
耐
震
性
な
し
」
と

判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
建
築
士
が
、

診
断
の
内
容
と
結
果
・
耐
震
改
修
工

事
の
方
法
と
お
お
む
ね
の
費
用
な
ど

を
説
明
し
ま
す
。

◆
診
断
後

　
「
耐
震
性
な
し
」と
判
断
さ
れ
ま
し

た
ら
、
耐
震
改
修
工
事
な
ど
を
検
討

し
て
く
だ
さ
い
。

　
町
で
は
、「
耐
震
性
な
し
」と
診
断

さ
れ
た
木
造
住
宅
を
対
象
に
、
耐
震

改
修
設
計
や
耐
震
改
修
工
事
に
つ
い

て
補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
都
市
整
備
課　
住
宅
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
4

農
業
振
興
地
域（
農
振
）の

除
外
申
し
出
を
受
け
付
け
ま
す

木
造
住
宅
の
耐
震
化

補
助
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
！

　
町
で
は
、大
地
震
時
に
お
け
る
建
物
の
安
全
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、昭
和

56
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
に
つ
い
て
、耐
震
化
の
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　町では、給付金の対象と見込まれる世帯に対し、4月中旬から、申請書一式の書類を郵送しています。まだ申
請をしていない方は、期限までに申請書の提出をお願いします。
【注意】期限内（ 7月 18日まで）に申請がない場合は、給付金の支給が受けられません。
◇支給対象者　・平成 28年度臨時福祉給付金（ 3千円）の支給対象者
　　　　　　　・平成 28年 1月 1日に住所登録されている方
　　　　　　　・平成 28年度分の住民税が課税されていない方
　（ただし、課税者の扶養親族になっている方や生活保護受給者の方は除きます）
●申請・お問い合わせ　　福祉保健課　介護福祉担当　　☎ 22−7207

申請期間を確認じゃ！臨時福祉給付金（経済対策分）（1人につき 1万 5千円）
7/18

耐
震
診
断
を
無
料
で

実
施
し
て
い
ま
す
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新しい被保険者証を郵送します
　現在お使いの後期高齢者医療被保険者証（以下、「保険証」とい
う）は7月31日で使用できなくなります。新しい保険証（薄紫色）
を7月下旬に簡易書留で郵送します。届きましたら、保険証の記載
内容を確認してください。また、不在などでお手元に届かないこと
がありますが、不在票がポストなどに入っていたときは、郵便局ま
でお問い合わせください。
　なお、保険料を完納されていない方には、有効期間の短い保険証
を交付します。納付の状況を確認してください。また、相談もお受
けしますので、お問い合わせください。

　保険証と同様に、「限度額適用・標準負担額減額認定証」も更新となります。前年に続き、
適用要件に該当する方には、新しい認定証を郵送します。認定証の色は、前年と同じです。
有効期限を必ず確認してください。

●お問い合わせ　町民生活課　保険年金担当　☎22−7209

後期高齢者医療保険料の軽減率が変わりました
　すべての人が安心して医療を受けられる社会を維持するために、高齢者と若者の間での世代間の公平が図ら
れるよう、負担能力に応じたご負担をいただく必要があります。
　そのため、4月から75歳以上の皆さんの保険料の軽減率が変わりました。
　皆さんのご理解をお願いします。

75歳以上の人の
保険料は

①年収に応じて納めていただく部分

所得割 と
②全員に納めていただく定額部分

均等割 があります。

1　年収 約 153万円〜約211万円の方

2　元被扶養者で、特定の要件に該当する方

所得割の額が変わります。 　平成 28年度までの所得割額は、特例的に 5割軽減されていま
したが、平成 29年度は 2割軽減になります。

均等割の額が変わります。 　平成 28年度までの均等割額は、特例的に 9割軽減されていま
したが、平成 29年度は 7割軽減になります。
※ただし、元被扶養者であっても、世帯の所得が低い人は、均等割額の軽減
（ 9割軽減、8.5 割軽減）が受けられます

特定の要件の例 単身の人であれば、年金収入が 168 万円を超える人など
75歳以上の夫婦 2人世帯であれば、一方の年金収入が 168 万円を超えるなど

元被扶養者とは 75 歳になる前日に、ご家族の会社の健康保険などで被扶養者だった人

75歳以上の
皆さんへ

後期高齢者医療保険

3 0

後期高齢者医療保険

「限度額適用・標準負担額減額認定証」の更新のお知らせ

薄紫色
郵送で届きます
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新しい高齢受給者証を郵送します
　国民健康保険に加入している70歳から74歳の方に、「国民健
康保険高齢受給者証」を交付しています。
　現在の受給者証の有効期限は7月31日です。8月1日から使
用できる新しい受給者証を郵送（世帯主様宛て）します。記載内
容を確認して8月1日から被保険者証と一緒に、医療機関などの
窓口へ提出してください。現在お使いの受給者証は、ハサミで細
かく切るなどして処分してください。

　入院したときに支払う医療費の自己負担額が軽減される認定証や、食
事代が軽減される認定証を申請により発行しています。
　現在交付されている各認定証、受療証の有効期限は、7月31日です。
引き続き交付を必要とする方は、8月に入りましたら、再度申請をして
ください。

◇持ち物
　保険証、印鑑、各認定証または特定疾病療養受療証

国民健康保険 70歳〜74歳

●申請・お問い合わせ　町民生活課　保険年金担当　☎22−7209
　
平
成
29
年
度
介
護
保
険
料
確
定
通
知
書
な
ど
を
、7
月
中
に
被
保
険
者
全
員

（
65
歳
以
上
の
方
）
に
発
送
し
ま
す
。
本
年
度
の
介
護
保
険
料
一
覧
に
つ
い
て

は
、
通
知
書
の
裏
面
の
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
料
確
定
通
知
書
な
どを発

送
し
ま
す

◆
す
で
に
年
金
か
ら
天
引
き
（
特
別

徴
収
）

【
納
期
】
4
・
6
・
8
・
10
・
12
・
2

月
（
年
6
回
）

　
年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
を
受
給

さ
れ
て
い
る
方
は
原
則
、
特
別
徴
収

と
な
り
ま
す
。

　
年
間
保
険
料
の
内
訳
は
、【
保
険
料

額
】
欄
の
「
特
別
徴
収
（
円
）」
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

◆
納
付
書
や
口
座
振
替
で
納
付
（
普

通
徴
収
）

【
納
期
】
5
・
6
・
7
・
8
・
9
・

10
・
11
・
12
・
1
・
2
月
（
年
10
回
）

特
別
徴
収
以
外
の
方
で
す
。

・
年
間
保
険
料
の
内
訳
は
、【
保
険
料

額
】
欄
の
「
普
通
徴
収
（
円
）」
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

・
納
付
書
納
付
の
方
は
、
納
付
書
が

同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。
納
期
限
内
の

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
口
座
振
替
で
納
付
さ
れ
て
い
る
方

は
、
振
替
日
ま
で
に
残
高
の
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
今
回
は
、
第
3
期
以
降
の
納
付
書

を
同
封
し
ま
す
（
第
1
期
・
第
2
期

の
納
付
書
は
、
5
月
初
旬
に
発
送
済

み
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課　
介
護
福
祉
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
7

白色
郵送で届きます

国民健康保険に加入している 70歳〜74歳の方へ

「限度額適用認定証」、「限度額適用・標準負担額減額認定証」、

「特定疾病療養受療証」をお持ちの方
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運動教室運動教室 を開催します
　いつまでも生き生きと元気で過ごすためには、若いうちから運動習慣を身につけることが
大切です。
　教室では、体操やストレッチの方法を専門の講師が基礎からわかりやすくご紹介します。
お気軽にご参加ください。

●お申し込み・お問い合わせ
　福祉保健課　健康増進担当　☎22−7207

　最近おなかがでてきた、気が付くといつも猫背になっているなど、
自分の身体で気になるところはありませんか？　ボディラインを美
しく保つためのストレッチ方法をご紹介します。心も身体もリラッ
クスしながらできる運動ですので、誰でも無理なく行えます。

◇日　時（全3回）
　①� 8月17日（木）
　②� 9月14日（木）
　③10月19日（木）
　午後7時30分〜9時
◇場　所　保健福祉支援センター
◇定　員　20人
◇お申し込み　7月3日（月）から開始

健康の保持増進・生活習慣病予防のための

　自宅でも気軽にできる運動をご紹介します。運動したいとは思う
けれど、なかなかやる機会がない、やり方が分からないという方、
ぜひこの機会に参加してみませんか？
　生活習慣病予防のために、健康な身体づくりを目指しましょう。

◇日　時（全8回）
　①8月 � 5日（土）　　　⑤10月14日（土）
　②8月26日（土）　　　⑥10月28日（土）
　③9月 � 9日（土）　　　⑦11月18日（土）
　④9月23日（土）　　　⑧11月25日（土）
　午後8時〜9時30分
◇場　所　保健福祉支援センター
◇定　員　25人
◇お申し込み　7月3日（月）から開始講師：山根　駿

講師：齊藤　桜子
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櫛形山 夏山トレッキング

　町では、夏山登山のシーズン到来にあわせてトレッキ
ングを開催します。高山植物の宝庫である櫛形山は、雄
大な富士山や南アルプスの大パノラマも眺望することが
でき、幽玄な原生林も癒しの空間となっています。
　トレッキングおよび高山植物の解説などは、櫛形山を
愛する会が行います。
　皆さんのご参加をお待ちしています。
◇開 催 日� 7 月 15 日（土）午前 7時 30分集合
◇参 加 費� 500 円（当日徴収。送迎代、傷害保険料）
◇集合・解散� 役場本庁舎　※登山口まで送迎します
◇申込方法� 電話でお申し込みください。
◇募集人員� �20 人　※先着順（申し込み後、詳細日程を

送付します）
◇締め切り� 7 月 7日（金）
� ※定員になり次第締め切ります

トレッキングコース
池の茶屋林道終点　→　池の茶屋登山道　→　
櫛形山山頂（2,052m）　→　裸山　→　原生
林　→　ほこら小屋　→　南尾根登山道　→　
櫛形山林道

●お申し込み・お問い合わせ
　産業振興課　観光振興担当　☎ 22−7202

探検！　体験 !!　発見 !!!

しゅっぱつしんこう♪ 町政バス
　町の主要施設や各種計画などを皆さんに知って
いただくため「町政バス」を実施します。夏休み
の思い出に、ご家族でのご参加をお待ちしていま
す。

◇日　　時� 8 月 3日（木）
� 午前 9時〜午後 4時（予定）
◇見学場所� �釜無川浄化センター、ブルーアース

トレーニング室、増穂ふるさと自然
塾（クラフト体験・昼食）、道の駅富
士川　など

◇対　　象� �町内在住の方（小学生以下は大人の
方同伴）

◇募集人数� 24 人　※先着順
◇体験・昼食代� 500 円
◇申込方法� 電話、FAXまたはメール
◇募集期間� 7 月 3日（月）〜 21日（金）

●お申し込み・お問い合わせ
　政策秘書課　広聴広報担当
　☎ 22−7216　FAX�22−3177
　seisaku@town.fujikawa.lg.jp

　この夏、新しい出会いを見つけてみませんか。
　美味しい食事をしながらのグループトークが中心の婚活イベントです。
詳細は、町ホームページをご覧ください。

♡開催日時� 7 月 30 日（日）午後 5時
♡会　　場� 殿原倶楽部ナチュラルダイニング（最勝寺 1538）
♡募集人数� 独身男女各 30人
� ※町内在住者優先、応募者多数の場合は抽選
♡参 加 費� 男性 5,000 円　女性 2,500 円
� ※町内在住者は、男性 3,000 円　女性 1,500 円
♡申込方法� QRコードまたは
� Eメール　wincere2013@gmail.com
♡共　　催� 山梨恋活コミュニティ
� �イベント企画・参加者管理、お問い合わせ対応、当日運営、

アンケート集計など行います。

●お申し込み・お問い合わせ
　山梨恋活コミュニティ
　　　☎ 090−4597−9915
　政策秘書課　秘書担当
　　　☎ 22−7216

夏のイベント情報夏のイベント情報
8/37/15

7/30

お申し込みは
こちらから
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今
回
は
、
平
成
28
年
度
に
実
施
し

ま
し
た
栄
養
教
室
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

　
高
血
圧
、
高
血
糖
、
脂
質
異
常
の

病
態
に
合
わ
せ
て
、「
講
義
」
と
「
調

理
実
習
」
を
行
い
ま
し
た
。
話
を
聞

く
こ
と
で
、
普
段
の
自
分
の
食
習
慣

を
振
り
返
り
、
納
得
し
て
改
善
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
住
民
の
方
が
健
康
で
安

心
し
た
生
活
を
過
ご
す
た
め
、
関
係

者
が
協
働
し
て
食
育
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
栄
養
教
室
以
外
に
も

健
康
増
進
の
た
め
の
運
動
教
室
を
実

施
し
て
い
ま
す
。（
10
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）

「
健
康
づ
く
り
に
お
け
る
食
育
の
推
進
」
を
図
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

福祉保健課
健康増進担当
☎22−7207

　県後期高齢者医療広域連合では、高齢者の方の健康・栄養
に対する意識の向上などを目的に「わが家のレシピ」を募集
します。

◎応募内容　�高齢者の健康維持につながる、家庭での伝統料
理やオリジナル料理のレシピ

◎応募資格　�県後期高齢者医療制度の被保険者の方または被
保険者の方と同一世帯の方

◎応募期間　7月3日（月）〜8月31日（木）必着
◎表彰内容　�2点（最優秀賞1名：1万円相当賞品、優秀賞

1名：5千円相当賞品）
　　　　　　※�入賞作品はレシピカードにして県内市町村役

場窓口などで配布します
◎応募方法　�応募用紙に必要事項を記入の上、応募作品の写

真を添付して郵送で応募してください。
※応募用紙は、町民生活課窓口でお受け取りください

●郵送先・お問い合わせ
〒400−8587
甲府市蓬沢一丁目15番35号　県自治会館2階
県後期高齢者医療広域連合　総務課
☎055−236−5671

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
も
交
え
て

楽
し
く
学
び
ま
す
。

　

調
理
実
習
は
、
参
加
者
同
士
で

話
を
し
な
が
ら
、
楽
し
い
雰
囲
気

の
中
行
わ
れ
ま
し
た
。
美
味
し
い

食
事
で
会
話
も
弾
み
ま
す
。

減塩メニュー

☆雑穀ご飯
☆鶏肉のねぎ味噌焼き
☆ブロッコリーと
　　かぼちゃのサラダ
☆かぶと柿の酢の物
☆うまみたっぷり

お味噌汁

「わが家のレシピ」を
募集します！

「わが家のレシピ」を
募集します！
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1　作成年月日及び作成担当部署
　【作成年月日】� 平成 29年 6月 1日（平成 28年 4月 1日〜平成 29年 3月 31日までの事業年度）
　【作成担当部署】� 山梨県南巨摩郡富士川町　産業振興課
　【指定管理者名称等】� ・指定管理施設者の名称　株式会社　富士川
� ・指定管理施設者の住所　〒 400−0501　山梨県南巨摩郡富士川町青柳町 1655−3
� 　　　　　　　　　　　　☎ 0556−48−8700
� ・設立年月日　　　　　　2013 年 5月 23日

2　資本金� 50,000,000 円（地方公共団体の出資割合　70％）

3　事業内容� ⑴　公共施設の維持管理運営に関する受託業務
� ⑵　農畜産物、林産物、水産物及び手工芸品等の地域特産品の開発・販売に関する業務
� ⑶　酒類、飲料水、食料品及び日常品雑貨品の販売に関する業務
� ⑷　たばこ、郵便切手及び収入印紙の販売に関する業務
� ⑸　園芸用樹木、草木類、花弁類及び園芸用材料販売に関する業務
� ⑹　乳製品、菓子類、めん類の製造・加工・販売及び卸売リ業務
� ⑺　惣菜等加工品の製造及び販売に関すること
� ⑻　飲食店、コンビニエンスストアの経営
� ⑼　イベントの企画及び販売に関する業務
� ⑽　地域振興のための交流事業や会議・研修・展示等の施設貸出しに関する業務
� ⑾　観光案内及び道路案内に関する業務
� ⑿　宝くじの販売に関する業務
� ⒀　前各項に付帯する一切の業務

4　財務状況

5　役職員の状況� （単位：千円）

6　当期における地方公共団体の状況

●お問い合わせ　産業振興課　観光振興担当　☎ 22−7202

株式会社 富士川� 平成 28年度経営状況などをお知らせします

貸借対照表から� （単位：千円）

項　　　　目 金　　　　　　額
前々年度 前 年 度 本 年 度

総 資 産 107,450 140,747 146,431
負 債 46,052 66,299 63,885
（ う ち 有 利 子 負 債 ）
純 資 産 61,398 74,448 82,546
利 益 剰 余 金 11,398 24,448 32,546

損益計算書から� （単位：千円）

項　　　　目 金　　　　　　額
前々年度 前 年 度 本 年 度

総　　　収　　　入＊ 1 347,413 456,277 510,036
　　　　　　　　　＊ 2 10,876 13,811 7,814
経 常 損 益 10,231 20,556 12,752
当 期 損 益 7,831 14,050 10,097
減価償却前当期損益
＊ 1＝売上高＋営業外収益＋特別利益
＊ 2　総収入のうち地方公共団体からの補助金・委託金

役　員　数 役員平均年齢 役員平均年収 職員数（地方公務員出向・退職者） 職員平均年齢 職員平均年収
6人 62才 6,000（常勤役員） 3人（ 1人） 45才 2,802

（1）公的支援

項　　　目 金　　　　額 備　　考
（目的、内容、算出根拠等）前々年度 前年度 本年度

①補 助 金 ‐ ‐ ‐
②利 子 補 給 ‐ ‐ ‐
③税 の 減 免 額 ‐ ‐ ‐
④そ の 他 ‐ ‐ ‐
小　　　計 ‐ ‐ ‐

⑤�損失補償契約に
係る債務残高 ‐ ‐ ‐

⑥�出資金、低利貸付
等に伴う機会費用 ‐ ‐ ‐

小　　　計
合　　　計

（参考）委託料 10,876 13,811 7,814
※上記の金額については、税抜き方式です

� （単位：千円）

項　　　目 金　　　　額 備　　考
（目的、内容、算出根拠等）前々年度 前年度 本年度

①�損失補償契約に
係る債務残高 ‐ ‐ ‐

（ 将 来 負 担 額 ） ‐ ‐ ‐
（将来負担参入率） ‐ ‐ ‐
小　　　計 ‐ ‐ ‐

②�貸 付 金 残 高 ‐ ‐ ‐
③�出 資 金 ‐ ‐ ‐
合　　　計
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五
開
地
区
農
地
利
用
最
適
化

委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
を
図

る
た
め
、
五
開
区
を
担
当
す
る
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
農
業
委
員

会
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
推
進
委
員
は
、
農
業
委
員
と
連
携

し
て
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
委
嘱
期
間
は
、
平
成
31
年
7
月
19

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

担
当
地
区

氏　
名

五
開
区

望
月　
千
幸

●
お
問
い
合
わ
せ

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
22
―
7
2
0
7

嘱
託
・
臨
時
職
員
募
集

▼
管
理
栄
養
士

　
町
で
は
、
産
休
代
替
職
員
（
管
理

栄
養
士
）
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

◇
応
募
資
格

・
管
理
栄
養
士
の
資
格
を
有
す
る
者

・
要
普
通
運
転
免
許

◇
採
用
期
間　
9
月
1
日
〜
平
成
30

年
12
月
31
日

◇
募
集
人
数　
1
人

◇
募
集
期
間　
7
月
25
日（
火
）ま
で

◇
選
考
方
法　
面
接

◇
申
込
方
法　
履
歴
書
と
併
せ
て
資

格
の
写
し
を
財
務
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。（
選
考
日
な
ど
に
つ
い
て

は
、
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

●
お
申
し
込
み

　
財
務
課　
人
事
給
与
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
1

●
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課　
健
康
増
進
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
7

▼
学
校
給
食
調
理
員

　
町
で
は
、
臨
時
職
員
（
調
理
員
）

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す

◇
応
募
資
格

・
町
内
在
住
者

・
60
歳
ま
で
の
身
体
健
康
な
方

◇
採
用
期
間　
平
成
29
年
8
月
24
日

〜
平
成
30
年
3
月
31
日

◇
募
集
人
数　
1
人

◇
募
集
期
間　
6
月
30
日（
金
）ま
で

◇
選
考
方
法　
面
接

◇
申
込
方
法　
履
歴
書
を
財
務
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
選
考
日
な
ど

に
つ
い
て
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま

す
）

●
お
申
し
込
み

　
財
務
課　
人
事
給
与
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
1

●
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会　
総
務
学
校
担
当

　
☎
22
―
5
3
6
1

利
根
川
公
園
プ
ー
ル

プ
ー
ル
開
き
の
お
知
ら
せ

7
月
8
日
（
土
）
午
前
9
時
〜

※
7
月
8
日
は
無
料
開
放
し
ま
す

【
料
金
】
中
学
生
以
下　
1
0
0
円

　
　
　

一
般　
　
　
　
2
1
0
円

※
町
外
者
は
倍
額

※
小
学
3
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

●
お
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課　
社
会
体
育
担
当

　
☎
22
―
5
3
6
1

　
利
根
川
公
園
プ
ー
ル

　
☎
22
―
6
5
8
6

第
8
回

町
ふ
れ
あ
い
ラ
ジ
オ
体
操
会

◇
日
時　
7
月
30
日
（
日
）

　
午
前
6
時
15
分
集
合
、
午
前
6
時

30
分
開
催

◇
場
所　
利
根
川
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広

場
・
鰍
沢
小
中
学
校
校
庭
・
中
部
運

動
場
・
五
開
運
動
場

※
お
近
く
の
会
場
へ
ご
参
加
く
だ
さ

い◇
主
催　
教
育
委
員
会
・
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
協
議
会

●
お
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課　
社
会
体
育
担
当

　
☎
22
―
5
3
6
1

お知らせ

Information

4
月
利
用
分

　
町
で
は
、
ゴ
ミ
が
出
な
い
イ
ベ
ン

ト
を
め
ざ
し
、
洗
浄
し
て
何
度
で
も

使
え
る
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
利
用
を
推

奨
し
て
い
ま
す
。

使用日 使用イベント名 全体注文数
（箸・スプーン含む）

リユース食器数
（個）

CO2削減量
（kg）

スギ本数
（本）

4/1 大法師さくら祭り 17,630 17,630 1,357.51 96.9
4/2 お花見会 240 180 13.86 0.9
〃 第32回桜まつり・運動会 440 220 16.94 1.2
4/9 十三参り・観音祭 230 180 13.86 0.9
4/16 氷室神社　春の例大祭 60 60 4.62 0.3
〃 最勝寺保存会の催し 260 260 20.02 1.4
4/22 新任職員歓迎会 80 80 6.16 0.4
4/23 吹上天満宮祭礼 360 240 18.48 1.3
4/28 六斎酒蔵市 2,700 2,100 161.70 11.5
4/30 蓮華寺　春の大祭 220 190 14.63 1.0

合計 22,220 21,140 1,627.78 116

リ
ユ
ー
ス
食
器
0
円
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

認
定
N
P
O
法
人
ス
ペ
ー
ス
ふ
う
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「
富
士
川
町
空
き
店
舗
バ
ン
ク
」

登
録
希
望
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
　
町
で
は
、空
き
店
舗
な
ど
の
改
善
、

意
欲
あ
る
新
規
出
店
希
望
者
へ
情
報

提
供
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
空
き
店

舗
バ
ン
ク
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

☆
空
き
店
舗
な
ど
を
お
持
ち
の
方

【
利
用
の
流
れ
】

・
町
に
登
録
の
申
し
込
み
を
す
る

・
登
録
さ
れ
た
店
舗
な
ど
が
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
る

・
協
力
協
会
会
員
（
町
内
業
者
）
と

連
絡
調
整
の
う
え
、
契
約
交
渉

　
町
内
に
空
き
店
舗
、
空
き
工
場
な

ど
を
所
有
し
、
賃
貸
や
売
却
を
お
考

え
の
方
は
、ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

☆
空
き
店
舗
な
ど
を
お
探
し
の
方

【
利
用
の
流
れ
】

・
町
に
利
用
の
申
し
込
み
を
す
る

・
交
渉
す
る
場
合
、
交
渉
の
申
し
込

み
を
行
う

・
協
力
協
会
員
（
町
内
業
者
）
と
連

絡
調
整
の
う
え
、
契
約
交
渉

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
産
業
振
興
課　
商
工
振
興
課

　
☎
22
―
7
2
0
2

認
知
症
カ
フ
ェ

「
○
○
カ
フ
ェ
」
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
！

（
名
前
は
当
日
決
め
ま
す
）

　
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
地
域

の
皆
さ
ん
な
ど
、
介
護
を
受
け
て
い

る
人
、
介
護
に
関
わ
っ
て
い
る
人
が

誰
で
も
自
由
に
参
加
で
き
る
カ
フ
ェ

を
月
1
回
開
催
し
ま
す
。

　
日
頃
の
悩
み
や
情
報
交
換
を
し
な

が
ら
、
ゆ
っ
た
り
し
た
時
間
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。
医
療
、
介
護
の
専
門

職
員
が
い
ま
す
の
で
、
相
談
も
で
き

ま
す
。

◇
日
時　
7
月
25
日
（
火
）
午
後
1

時
30
分
〜
3
時
30
分

◇
場
所　
保
健
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

◇
参
加
費　
2
0
0
円
（
飲
み
物
、

お
茶
菓
子
付
き
）

※
カ
フ
ェ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集

中
で
す

※
当
日
は
、
オ
カ
リ
ナ
の
演
奏
も
あ

り
ま
す

●
お
問
い
合
わ
せ

　
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
22
―
8
9
1
1

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
22
―
4
6
1
5

〜
公
民
館
講
座
〜

ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
で
小
物
入
れ

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

◇
日
時　
7
月
20
日
（
木
）
午
後
1

時
30
分
〜

◇
会
場　
町
民
会
館　
会
議
室

◇
定
員　
15
人
（
先
着
順
）

◇
材
料
費　
1
人
3
0
0
円

※
当
日
徴
収
し
ま
す

◇
講
師　
「
ク
ロ
ー
バ
ー
手
芸
愛
好

会
」
の
皆
さ
ん

◇
持
ち
物　
は
さ
み
、
メ
ジ
ャ
ー

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
担
当

　
☎
22
―
5
3
6
1

第
6
回

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ゴ
ル
フ
大
会

◇
日
時　
7
月
30
日
（
日
）

　
午
前
7
時
ス
タ
ー
ト

◇
対
象　
町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の

方
ま
た
は
レ
デ
ィ
ー
ス

◇
場
所　
殿
原
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

●
お
申
し
込
み

　
殿
原
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
練
習
場

ま
た
は
体
育
協
会
事
務
局

●
お
問
い
合
わ
せ

　
体
育
協
会
事
務
局
（
教
育
委
員
会

内
）
☎
22
―
5
3
6
1

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
学
校
が
夏
休
み
に
入
る
毎
年
7
月

に
総
合
的
な
非
行
・
被
害
防
止
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

・
第
67
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
〜
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち

直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
〜
」

（
法
務
省
主
唱
）

・「
青
少
年
の
非
行・被
害
防
止
強
調

月
間
」（
内
閣
府
主
唱
）

◆
主
唱　
青
少
年
総
合
対
策
本
部
・

教
育
委
員
会
・
青
少
年
育
成
富
士
川

町
民
会
議・民
生
児
童
委
員
協
議
会・

鰍
沢
保
護
区
保
護
司
会
・
ふ
れ
あ
い

1
1
0
番
の
家
「
連
絡
会
」

無
料
登
記
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

　
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
で
は
、
土

地
家
屋
調
査
士
の
日
（
7
月
31
日
）

に
ち
な
み
、
無
料
の
登
記
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
予
約
は
不
要
で
先
着
順
と
な
り
ま

す
。

◇
日
時　
7
月
29
日
（
土
）
午
後
1

時
〜
4
時

◇
場
所　
市
川
三
郷
町
中
央
公
民
館　

視
聴
覚
室
（
市
川
三
郷
町
市
川
大
門

1
7
8
5
）

◇
相
談
内
容

・
土
地
の
境
界
問
題

・
土
地
の
分
筆

・
地
目
の
変
更

・
建
物
の
増
改
築
に
伴
う
変
更
登
記

・
取
り
壊
し
た
建
物
の
滅
失
登
記　

な
ど

●
お
問
い
合
わ
せ

　
県
土
地
家
屋
調
査
士
会　
事
務
局

　
☎
0
5
5
―
2
2
8
―
1
3
1
1

▶
こ
の
よ
う
な
作
品
を
作
り
ま
す
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メ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

か
じ
か
の
湯

　
演
奏
会
の
お
知
ら
せ

　
メ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
は
、
南
巨
摩
・
南
ア
ル
プ
ス
な

ど
を
中
心
に
活
動
す
る
吹
奏
楽
団

で
、
文
化
ホ
ー
ル
な
ど
で
定
期
的
に

活
躍
し
て
い
る
団
体
で
す
。
当
日
は

約
40
分
く
ら
い
の
ス
テ
ー
ジ
で
、
皆

さ
ん
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
も
受
け
付

け
て
、
一
緒
に
歌
っ
て
盛
り
上
げ
ま

す
。

◇
日
時　
7
月
9
日
（
日
）
正
午
〜

午
後
12
時
40
分
頃

◇
場
所　
か
じ
か
の
湯　
大
広
間

◇
演
奏
予
定
曲

♪
人
生
い
ろ
い
ろ

♪
美
空
ひ
ば
り
メ
ド
レ
ー

（
柔
〜
お
祭
り
マ
ン
ボ
）

♪
ド
リ
フ
ず
っ
こ
け
大
集
合
！

♪
笑
点
の
テ
ー
マ　
な
ど

●
お
問
い
合
わ
せ

　
か
じ
か
の
湯

　
☎
27
―
0
0
0
2

夏
の
「
き
こ
え
」
と

「
こ
と
ば
」
の
相
談
会

　

お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」「
こ
と

ば
」
の
こ
と
で
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
少
し
で
も
不
安
の
あ
る
方
は
、

こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
専

門
の
教
員
が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◇
日
時　
7
月
9
日
（
日
）
〜
11
日

（
火
）　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

◇
場
所　
県
立
ろ
う
学
校

◇
対
象　
0
歳
児
か
ら
大
学
生
ま
で

◇
相
談
内
容

・「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
関
す

る
悩
み
の
相
談

・「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安

の
あ
る
お
子
さ
ま
へ
の
関
わ
り
方
に

つ
い
て
（
育
児
相
談
）

・「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安

の
あ
る
お
子
さ
ま
の
生
活
や
学
習
に

つ
い
て
（
教
育
相
談
）

・
聴
力
測
定

・
補
聴
器
相
談

◇
申
込
方
法　
事
前
に
電
話
ま
た
は

F
A
X
で
日
時
を
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。

◇
申
込
締
切　
7
月
5
日
（
水
）
午

後
3
時
ま
で

●
お
問
い
合
わ
せ

　
ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

　
☎
0
5
5
3
―
22
―
1
3
7
8

　
℻
0
5
5
3
―
22
―
6
4
1
9

自
殺
予
防
の
た
め
の
相
談

　
「
生
き
て
い
る
の
が
つ
ら
い
」と
悩

ま
れ
て
い
る
方
、
家
族
に
死
に
た
い

と
訴
え
る
人
が
い
る
な
ど
対
応
も
困

ら
れ
て
い
る
方
、
自
殺
に
関
す
る
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

お
こ
な
お
う　

ま
も
ろ
う
よ　

こ
こ
ろ

☎
0
5
7
0
―
0
6
4
―
5
5
6

日
中
（
月
〜
金
）
午
前
9
時
〜
午
後

4
時

夜
間
（
火
〜
土
）
午
後
4
時
〜
10
時

職
域
に
お
け
る
健
康
対
策

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

〜
肝
疾
患
編
〜

　
県
で
は
、
職
場
に
お
け
る
肝
炎
検

査
の
推
進
、
治
療
と
就
労
の
両
立
支

援
お
よ
び
差
別
解
消
を
図
る
た
め
に

講
習
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
お
よ
び
無

料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
肝
疾
患
の
お
悩
み
を
お
持
ち
の

方
は
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　
7
月
8
日
（
土
）
午
後
2

時
〜
4
時

◇
場
所　
県
立
大
学
池
田
キ
ャ
ン
パ

ス
第
4
号
館
第
7
講
義
室

◇
内
容

【
講
演
会
】

〈
演
題
〉「
事
業
所
に
お
け
る
治
療
と

職
業
生
活
の
両
立
支
援
の
た
め
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
〜
肝
疾
患
に
お
け
る
留

意
事
項
〜
」

〈
講
師
〉立
道
昌
幸（
東
海
大
学
医
学

部
衛
生
学
公
衆
衛
生
学
教
授
）

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

〈
テ
ー
マ
〉「
治
療
継
続
の
た
め
の
職

場
環
境
作
り
に
つ
い
て
」

〈
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
〉坂
本
穣（
山

梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院
肝
疾
患
セ

ン
タ
ー
長
）

〈
パ
ネ
リ
ス
ト
〉
医
師
、
弁
護
士
、
社

会
保
険
労
務
士
、
衛
生
管
理
者
な
ど

※
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
に
無
料
相

談
会
を
開
催
し
ま
す

◇
参
加
無
料

●
お
問
い
合
わ
せ

県
健
康
増
進
課

☎
0
5
5
―
2
2
3
―
1
4
9
4

山
梨
産
業
保
健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
0
5
5
―
2
2
0
―
7
0
2
0

放
送
大
学

10
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　
放
送
大
学
で
は
、
10
月
入
学
生
の

募
集
を
し
て
い
ま
す
。

　
10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
で

約
9
万
人
の
学
生
が
、
大
学
を
卒
業

し
た
い
、学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　
心
理
学
、
福
祉
、
経
済
、
歴
史
、

文
学
、
情
報
、
自
然
科
学
な
ど
、
約

3
0
0
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ

り
、
1
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

◇
出
願
期
間

第
1
回　
8
月
31
日
（
木
）
ま
で

第
2
回　
9
月
20
日
（
水
）
ま
で

●
お
問
い
合
わ
せ

　
放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
―
2
5
1
―
2
2
3
8

7
月
18
日
（
火
）
よ
り

道
の
駅
富
士
川
・
塩
の
華
で
も

販
売
し
ま
す

この宝くじの収益金は市町村の明るく住
みよいまちづくりに使われます
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県
で
は
、
今
年
度
か
ら
『
第
4
次

山
梨
県
男
女
共
同
参
画
計
画
』
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。「
男
女
共
同
参
画

社
会
に
」
と
取
り
組
ん
で
き
て
か
な

り
の
年
月
が
経
ち
ま
す
が
、
思
う
よ

う
に
進
展
し
ま
せ
ん
。
世
の
中
は
そ

う
簡
単
に
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
、

と
は
わ
か
っ
て
い
ま
す
が
…
。

　
大
き
な
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
長
い
年
月
を
か
け
て
培
わ
れ
て

き
た
「
夫
は
外
で
働
き
、
妻
は
家
庭

を
守
る
べ
き
だ
」
と
い
う
性
別
役
割

分
業
を
前
提
と
し
た
社
会
制
度
、
慣

習
、
意
識
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
意
識
を
変
え
な
け
れ
ば
「
男
女

共
同
参
画
社
会
」
へ
は
変
わ
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

　
男
性
に
視
点
を
当
て
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

■
男
性
の
働
き
口
が
減
少

　
建
築
業
や
製
造
業
な
ど

■
平
均
所
定
内
給
与
額
も
減
少

　
補
う
に
は
女
性
が
働
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

■
労
働
力
率
で
は
世
界
最
高
水
準

　

男
性
が
働
く
の
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
い
る
。

■
過
労
死
問
題

　
中
高
年
男
性
の
働
き
過
ぎ
を
問
題

と
思
っ
て
い
な
い
？　
女
性
の
過
労

死
は
取
り
沙
汰
さ
れ
る
が
…

■
自
殺
死
亡
率
が
高
い

　
プ
ラ
イ
ド
な
の
か
、
人
に
弱
み
を

見
せ
な
い
し
、
弱
音
や
悩
み
を
言
え

る
と
こ
ろ
が
な
い
？

■
平
日
昼
間
問
題

　
平
日
の
昼
間
、
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い

る
と
“
お
か
し
い
？
”。「
今
日
仕
事

は
？
」「
ま
と
も
な
男
は
働
い
て
い
る

も
の
だ
」
と
思
う
人
が
多
い
。

■
定
年
退
職
し
た
男
性

　
仕
事
中
心
だ
っ
た
た
め
、
友
だ
ち

が
い
な
い
、趣
味
が
な
い
人
が
多
い
。

女
性
は
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
む
が
、

男
性
は
自
分
か
ら
話
し
か
け
た
り
、

雑
談
し
た
り
す
る
の
が
苦
手
な
人
が

多
い
。

　
女
性
の
活
躍
推
進
の
た
め
に
も
、

男
性
の
働
き
方
を
見
直
し
、
定
時
に

帰
る
の
が
普
通
に
な
る
よ
う
に
変
え

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
命
を

削
っ
て
働
く
の
で
は
な
く
、
仕
事
と

健
康
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
が
大

事
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
女
性

に
と
っ
て
も
働
き
や
す
く
暮
ら
し
や

す
い
社
会
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　
町
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
紙
皿
、
紙
コ
ッ

プ
、割
り
箸
な
ど
が
使
わ
れ
ま
す
が
、

一
部
イ
ベ
ン
ト
で
は
リ
ユ
ー
ス
食
器

（
繰
り
返
し
洗
っ
て
利
用
す
る
食
器
）

を
利
用
し
て
い
る
自
治
会
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
リ
ユ
ー
ス
食
器
を
利

用
す
る
だ
け
で
、
そ
の
分
の
ご
み
が

出
な
い
の
で
、『
ご
み
の
山
』を
見
な

い
で
済
む
だ
け
で
は
な
く
、
地
球
温

暖
化
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
リ
ユ
ー
ス
食
器
は
『
食
器
』
な
の

で
、『
食
』
と
も
リ
ン
ク
し
て
い
ま

す
。
紙
皿
だ
と
、
食
べ
残
し
と
一
緒

に
捨
て
て
し
ま
い
ま
す
。
リ
ユ
ー
ス

食
器
だ
と
、
食
器
を
返
す
の
で
自
然

と
食
べ
終
え
て
返
そ
う
と
意
識
し
ま

す
。
ご
み
を
減
ら
す
以
外
に
も
食
べ

物
を
大
事
に
す
る
と
い
う
、
も
う
一

つ
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

◇
リ
ユ
ー
ス
食
器
を
利
用
し
た
い
自

治
会
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課　
生
活
環
境
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
9

使
用
済
家
電
を

〝
無
料
〟で
回
収
し
て
い
ま
す
！

【
回
収
品
目
】

・「
パ
ソ
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ

ン
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、
洗
濯
機
・

乾
燥
機
」
以
外
の
使
用
済
家
電

・
使
用
済
小
型
家
電

【
回
収
場
所
】

　
ふ
じ
か
わ
協
業
組
合

【
回
収
時
間
】

・
火
曜
日
、
金
曜
日

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
4
時

・
第
3
日
曜
日

午
前
8
時
30
分
〜
11
時

　
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
夏
祭
り
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
終
了
後
、『
ご
み
の
山
』を

見
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
私
た

ち
の
生
活
は
さ
ま
ざ
ま
な
『
使
い
捨

て
商
品
』
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
手

軽
に
利
用
で
き
る
反
面
、
ご
み
が
増

え
て
し
ま
い
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
発
生
し
た
ご
み

を
燃
や
す
と
、
燃
や
し
た
分
の
二
酸

化
炭
素
が
発
生
し
、
地
球
の
温
度
が

上
が
り
自
然
災
害
（
台
風
増
加
や
農

作
物
へ
の
悪
影
響
な
ど
）
に
つ
な
が

り
ま
す
。

環境担当です
こんにちは！

リ
ユ
ー
ス
食
器
で

『
ご
み
の
山
』
と

さ
よ
う
な
ら

男も女も
考え方を変えないと？

富士川町
男女共同参画推進委員会

町民生活課　生活環境担当　☎22−7209
Vol.9

リ
ユ
ー
ス
食
器
で

『
ご
み
の
山
』
と

さ
よ
う
な
ら

【
地
球
温
暖
化
防
止
の
流
れ
】

☆
リ
ユ
ー
ス
食
器
を
利
用
す
る
と
…

　

利
用
し
て
も
捨
て
な
い
の
で
、

ご
み
が
増
え
な
い

　
　
　
　
　

↓

　

燃
や
す
必
要
も
な
い
の
で
、
二

酸
化
炭
素
が
出
な
い

　
　
　
　
　

↓

　

地
球
の
温
度
が
上
が
ら
な
い
の

で
、
自
然
災
害
に
な
り
に
く
い

ご
存
知
で
す
か
？

　
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
利
用
で
地
球
を

救
っ
て
い
る
こ
と

も
う
ひ
と
つ
の

　
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
効
果
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病
院
で
は
医
師
が
処
方
せ
ん
を
発

行
し
、
そ
れ
を
薬
局
に
渡
す
こ
と
で

薬
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今

回
は
そ
の
際
の
注
意
点
な
ど
を
お
伝

え
し
ま
す
。

①
処
方
せ
ん
の
有
効
期
限

　
処
方
さ
れ
た
日
に
そ
の
足
で
調
剤

薬
局
に
向
か
う
の
で
あ
れ
ば
問
題
あ

り
ま
せ
ん
が
、
忙
し
い
な
ど
の
理
由

で
後
日
に
回
す
方
は
注
意
が
必
要
で

す
。

　
処
方
せ
ん
は
、
発
効
日
を
含
め
て

4
日
間
の
使
用
期
限
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
国
が
定
め
た
も
の
で
あ
り
、

国
内
で
あ
れ
ば
全
国
共
通
で
す
。
こ

こ
で
大
切
な
こ
と
は
、
4
日
間
の
期

限
に
は
土
日
祝
日
も
含
ま
れ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
金
曜
日
に

処
方
し
て
も
ら
っ
た
処
方
せ
ん
は
、

翌
週
の
月
曜
日
ま
で
が
期
限
で
あ

り
、
月
曜
日
が
休
み
の
場
合
は
火
曜

日
に
は
期
限
切
れ
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
一
度
期
限
切
れ
に
な
っ
て
し

ま
う
と
、
再
度
処
方
せ
ん
を
出
す
た

め
に
は
別
途
費
用
が
か
か
っ
て
し
ま

い
ま
す
の
で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

②
調
剤
薬
局
は
ど
こ
で
も
い
い
の
？

　
基
本
的
に
調
剤
薬
局
は
ど
こ
の
病

院
の
処
方
せ
ん
を
持
ち
込
ん
で
も
大

丈
夫
で
す
。
病
院
の
目
の
前
に
あ
る

薬
局
で
な
く
て
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
自
分
の
行
き
つ
け
の
調
剤
薬

局
を
作
っ
て
み
る
の
も
良
い
で
し
ょ

う
。

③
薬
の
保
管

　
薬
は
直
射
日
光
の
当
た
ら
な
い
、

涼
し
い
場
所
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
日
差
し
も

強
く
室
温
も
高
く
な
り
ま
す
。
日
中

の
気
温
が
30
度
を
超
え
る
よ
う
な
と

き
は
普
段
よ
り
涼
し
い
場
所
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

　
逆
に
冬
な
ど
は
凍
結
し
な
い
よ
う

注
意
が
必
要
で
す
。
薬
の
中
に
は
冷

蔵
庫
で
保
管
す
る
必
要
が
あ
る
も
の

も
あ
り
ま
す
が
、
凍
結
を
避
け
る
た

め
に
は
冷
蔵
庫
の
扉
な
ど
温
度
変
化

が
緩
や
か
な
と
こ
ろ
で
の
保
管
が
望

ま
し
い
で
す
。

④
薬
の
飲
み
方

　
ほ
と
ん
ど
の
薬
は
食
後
ま
た
は
食

後
30
分
と
い
う
記
載
が
さ
れ
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
一
部
の

薬
で
は
食
前
、
食
直
前
、
食
間
、
食

後
2
時
間
な
ど
の
飲
み
方
の
指
定
が

あ
り
ま
す
。

　
食
後
以
外
の
指
定
が
あ
る
場
合
は

時
間
に
よ
っ
て
薬
の
効
き
方
な
ど
に

影
響
が
出
る
こ
と
が
多
い
た
め
、

し
っ
か
り
と
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
病
院
で
処

方
さ
れ
た
薬
は
指
示
ど
お
り
飲
ん
で

く
だ
さ
い
。
も
し
飲
ん
だ
こ
と
で
具

合
が
悪
く
な
る
な
ど
の
不
具
合
が
出

た
場
合
は
病
院
に
連
絡
を
し
て
く
だ

さ
い
。
と
き
ど
き
医
師
に
申
し
訳
な

い
か
ら
と
黙
っ
た
ま
ま
と
い
う
方
が

い
ま
す
が
、
薬
は
あ
く
ま
で
処
方
さ

れ
た
患
者
さ
ん
本
人
が
自
分
の
た
め

に
飲
む
も
の
で
す
。
何
か
あ
る
場
合

は
し
っ
か
り
と
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

［5月分］　

工　事　名　・　件　名 場　　所 落札金額（円）
（消費税抜） 落　札　者

富士川町役場本庁舎東別館分館空調機器購入 青 柳 町 1,500,000 ㈲ 深 沢 電 器 商 会
町民意識調査業務委託 天 神 中 條 770,000 ㈱サーベイリサーチセンター　静岡事務所
富士川町高齢者福祉計画・介護保険事業計画策定業務委託 富 士 川 町 1,780,000 ㈱サーベイリサーチセンター　静岡事務所
特殊建築物定期調査及び特定建築設備等定期検査報告業務委託 富 士 川 町 850,000 ㈲アート建築工房
町道青柳 21 号線分筆測量調査業務委託 青 柳 町 480,000 ㈱ 川 口 測 量 設 計
町道青柳 32 号線用地補償調査業務委託 青 柳 町 5,800,000 ㈱ケイ・データエンジニア
富士川親水公園芝生管理等業務委託 青柳町・鰍沢 1,550,000 山 梨 ガ ー デ ン ㈱
道路植樹帯保守管理業務委託 富 士 川 町 2,320,000 ㈱石原グリーン建設
鰍沢汚水枝線 33−29−1 号管布設工事 最 勝 寺 5,500,000 源 工 業 ㈱
町道新道線防護柵改修工事 鰍 沢 679,000 栄 建 設 工 業 ㈱
十谷大堰水路改修工事 十 谷 1,290,000 ㈲ 川 口 工 務 所
町道最勝寺小林 1号線配水管布設替工事 最 勝 寺 2,950,000 ㈲ 井 上 設 備 工 業
町道最勝寺 22 号線舗装工事 最 勝 寺 6,850,000 高 野 工 業 ㈱
町道戸川添 1号線舗装打換工事 最勝寺・青柳町 8,980,000 ㈱ 早 野 組

入 札 結 果 を 報 告 し ま す

健
康
い
き
い
き
情
報

〜
病
院
で
処
方
さ
れ
る
薬
に
つ
い
て
〜

今月は
峡南医療センター
薬剤部が担当です
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ふ
じ
か
わ
文
芸

　色紙に草花の絵を描き、自らの言葉を添えた色紙絵の制作を行って
いる町田朱美さんにお話を伺いました。

■色紙絵をはじめたきっかけは？
　15年ほど前に病気をしたことがきっかけで庭や道端に咲いている
草花の絵を描くようになりました。その絵に言葉を添えるようになっ
たのが始まりです。

■言葉はどのように考えていますか？
　自分で考えているわけではなくて、描いた絵を持つと言
葉が自然と頭に入ってくるんですよ。草花がメッセージを
届けてくれているのかなと思っています。

■どのような思いで制作していますか？
　言葉によって見た人が抱えている悩みや不安のようなも
のが少しでも和らいでいただけたらうれしいですね。

■これからも描き続けますか？
　言葉が出てくるうちは続けていきたいです。また、いろ
んな方たちが絵を見に来て、悩みや相談を聞いてあげられ
るような場所が作れたらいいですね。

※9月1日（金）〜24日（日）ギャラリー六斎において個展を開催します

〜草花からのメッセージを届ける〜

町田　朱美さん（小林）

【
短　

歌
】

飛
行
機
雲
く
づ
れ
て
淡う

す

き
中
空
に
下
弦
の
月
の
白
く
浮
か
べ
る

	

堀
之
内
と
し
子

子
の
映
画
の
バ
ス
停
に
待
つ
エ
キ
ス
ト
ラ
の
人
ら
の
中
に
吾
も
加
は
る

	

矢
崎　

美
代

狭
き
道
ゆ
づ
り
合
ひ
つ
つ
登
り
来
て
夕
霧
峠
の
頂
に
立
つ

	

保
坂　

公
恵

【
俳　

句
】

花
冷
や
蔵
の
二
階
に
酒
の
神	

深
沢
ゑ
み
子

夫
逝
き
て
桜
ち
ら
ほ
ら
一
周
忌	

遠
藤　

喜
子

春
暁
や
砂
吐
く
貝
の
水
動
く	

渡
辺　

春
江

【
川　

柳
】

暮
れ
な
ず
む
親
子
の
様
な
茜
雲	

中
村
み
な
恵

三
服
目
で
風
邪
を
治
し
た
置
き
薬	

坂
本　

倉
栄

「
お
ひ
さ
し
ぶ
り
」
歳
月
語
る
笑
い
皺	

樋
口
す
み
江
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物資供給に関する協定締結
　6月 8日（木）、
町とNPO法人コ
メリ災害対策セン
ターとの間で「災
害時における物資
供給に関する協定」
を締結しました。
この協定は、災害
発生時やそのおそ
れがある場合に日
用品などの物資の
供給をしていただ
くものです。

春のフリーマーケット

横浜の児童がお田植え体験

地域の景観を再生

ふじかわ児童館まつり

　5月21日（日）、
ますほ文化ホール
庭園において、フ
リーマーケットが
行われました。当
日は、多くの来場
者が訪れ、ハンド
メイド作品や遊休
品などの買い物の
ほか、大道芸やバ
ルーンアートコー
ナーなどで楽しみ
ました。

　閉校した旧五開
小学校を活用し、
青少年の健全育成
活動を行うNPO
法人ウッドクラフ
トでは、5月14日
（土）と20日（土）、
横浜市内の児童を
対象に柳川地区の
田んぼでお田植え
体験を行いまし
た。児童らは、泥
だらけになりなが
ら初めてのお田植
を楽しみました。

教習所で交通安全
　峡南自動車教習
所では、6月 2日
（金）から6日（火）
までの間、町立保
育所の園児らを対
象に交通安全教室
を実施しました。
園児らは、実際の
横断歩道を渡った
り、車の運手席か
らの視界を確認す
るなどして、交通
安全について学び
ました。

　6月 1日（木）、小
室地内において、増
穂南小の児童やNA
穂積のメンバーらが
「紅葉する草」と呼ば
れるコキア1,200株
を植樹しました。こ
れは、地域景観の再
生を図るため、昨年
に引き続き行ったも
ので、10月中下旬に
は一面が真っ赤に紅
葉し、見頃となりま
す。

　5月27日（土）、
ますほ児童セン
ターにおいて、ふ
じかわ児童館まつ
りが開かれまし
た。町内の児童ら
約 150 名が参加
し、ゲームコー
ナーや工作コー
ナーなど多くの催
しで楽しみまし
た。また当日は、
増穂中の生徒たち
がボランティアで
運営のお手伝いを
しました。

平成 29. 7 月号　No.88（20）



ヴァンフォーレ甲府富士川町サンクスデー� 山梨中銀スタジアム
　5月 20日（土）、ヴァンフォーレ甲府対サンフレッチェ広島戦において富士川町サンクスデーが開催されました。
試合前には、増穂サッカークラブの子どもたちによるキッズチャレンジマッチやまほらの郷鷹座巣小林八幡太鼓によ
る応援パフォーマンスで会場を盛り上げ、スタジアムの外では、増穂商業高校の「いきいきショップ増商」と町観光
物産協会がお菓子などを販売し、町をPRしました。また、増穂サッカークラブの子どもたちが、町出身の柏好文選
手が在籍するサンフレッチェ広島の選手たちと入場しました。

寄り合いワークショップを開催
　町では、「第 2次総合計画」の策定にあた
り、町民の意見を反映させるため、5月 12日
（金）から 30日（火）までの間、町内全地区
において寄り合いワークショップを開催しま
した。今回は、地区が抱えている課題などを
出し合い意見交換しました。9月には、再度
この寄り合いワークショップを開催し、出さ
れた意見を参考に今年度中に第2次総合計画
を策定します。 ▲中部区（ 5月 30 日） ▲穂積区（ 5月 25 日）
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【
講
座
情
報
】

「
楽
器
挫
折
者
救
済
合
宿

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー

弾
き
語
り
体
験
講
座
」

〜
楽
器
「
未
経
験
者
限
定
」
誰
で
も

120
分
で
1
曲
完
奏
〜

　
独
自
の
手
法
を
用
い
た
講
座
で
、

ま
っ
た
く
の
楽
器
未
経
験
者
が
短
時

間
で
1
曲
を
弾
き
語
り
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
「
上
手
い
」「
下
手
」で
は
な
く「
弾

け
た
」
と
い
う
味
わ
い
を
優
先
す
る

の
で
、
ど
な
た
で
も
気
軽
に
楽
し
め

ま
す
。

◇
日
時　
7
月
9
日
（
日
）
午
後
1

時
30
分
〜

◇
講
師　
き
り
ば
や
し　
ひ
ろ
き

◇
演
奏
曲　
「
乾
杯
／
長
淵
剛
」

◇
定
員　
20
人
（
先
着
順
）

◇
参
加
料　
一
般
3
，0
0
0
円

　
小
・
中
学
生
1
，5
0
0
円

ド
ラ
ム
体
験
講
座

　
昨
年
度
好
評
だ
っ
た
「
ド
ラ
ム
入

門
講
座
」。子
ど
も
か
ら
大
人
の
方
ま

で
シ
ン
プ
ル
に
叩
く
、
ず
っ
し
り
体

に
響
く
音
と
の
出
会
い
。

　
今
年
度
は
ク
ラ
ス
分
け
を
し
て
行

い
ま
す
。
心
ゆ
く
ま
で
夢
中
に
な
っ

て
叩
い
て
く
だ
さ
い
。
今
回
も
プ
ロ

ド
ラ
マ
ー
杉
山
一
士
さ
ん
が
、
親
切

て
い
ね
い
に
指
導
し
ま
す
。

◇
練
習
日

　
基
本
練
習　
7
月
8
日
（
土
）

　
応
用
練
習　
7
月
15
日
（
土
）

◇
ス
テ
ー
ジ
体
験
会　

7
月
22
日

（
土
）

◇
子
供
ク
ラ
ス　
午
後
5
時
〜
6
時

◇
大
人
ク
ラ
ス　
午
後
7
時
〜
8
時

◇
定
員　
各
ク
ラ
ス
20
人（
先
着
順
）

◇
受
講
料　
一
般　
3
，0
0
0
円

　
中
学
生
ま
で　
1
，5
0
0
円

　
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
で
す
）

【
貸
館
の
お
知
ら
せ
】

平
成
29
年
12
月
分
の
貸
館
受
付

◇
開
始
日　
7
月
4
日
（
火
）
午
前

9
時
30
分
に
受
け
付
け
を
開
始
し
ま

す
。

　
以
降
は
、
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

◇
観
覧
申
込　

観
覧
は
無
料
で
す

が
、
入
場
整
理
券
（
1
枚
で
2
人
ま

で
入
場
可
）
が
必
要
で
す
。

※
就
学
前
の
お
子
様
の
同
伴
・
入
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

◇
申
込
方
法　

郵
便
往
復
は
が
き

（
私
製
を
除
く
）に
必
要
事
項
を
明
記

の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
往
信
用
裏
面
〉

①
郵
便
番
号
②
住
所
③
氏
名
④
電
話

番
号

〈
返
信
用
表
面
〉

①
郵
便
番
号
②
住
所
③
氏
名

〈
返
信
用
裏
面
〉

①
何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
宛
て
先
】

〒
4
0
0
―
0
5
0
3　

富
士
川
町

天
神
中
條
8
2
0
―
1

　

富
士
川
町
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル

「
民
謡
を
た
ず
ね
て
」
係

◇
締
め
切
り　
7
月
28
日（
金
）必
着

◇
放
送
予
定　
10
月
21
日（
土
）・
28

日
（
土
）・
11
月
4
日
（
土
）
午
後
12

時
30
分
〜
12
時
55
分

ラ
ジ
オ
第
1
・
F
M
・
国
際
放
送

●
お
問
い
合
わ
せ

　
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル

　
☎
22
―
8
8
1
1

（
月・祝
日
の
翌
日
を
除
く
午
前
9
時

〜
午
後
5
時
）

　
N
H
K
甲
府
放
送
局

　
☎
0
5
5
―
2
5
5
―
2
1
4
8

（
平
日
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
6
時
）

富士川町ますほ文化ホール
☎ 22−8811　FAX�22−8815
Mail��info@fbkh.jp

NHK甲府放送局開局80年

「民謡をたずねて」
　NHK甲府放送局では、「民謡をたずねて」の公開収録を実施し
ます。
　この番組は日本を代表する民謡歌手が、地元をはじめ全国各地
の民謡の魅力をたっぷりとご紹介する番組です。
　観覧をご希望の方は、以下の要領でお申し込みください。

ますほ文化ホール

NEWS
ますほ文化ホール

まずはお試し！
「無料体験レッスン」
7 月 1日（土）
　午後 7時〜 8時

8 月 25 日（金）午後 6時 30 分開演
【出演】
〈唄〉丹山範雄・伊庭末雄・京極加津恵・
木津かおり・木谷有里・吉田菜央美
〈三味線〉藤本秀心・藤本哲也
〈尺八・笛〉佃一生
〈鳴物〉美鵬人子・美鵬マミ
〈はやし詞〉新津幸子・新津美恵子
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◆7月のホームゲーム
　（山梨中銀スタジアム・小瀬）
・2日（日）　18：00　VSサガン鳥栖

大自然の中へ
新刊案内

【一般書】
『孤道』内田康夫著（未完のまま刊行）
『リーチ先生』原田マハ著　第 36回新田次郎賞
『その雪と血を』ジョーネスボ著　翻訳ミステリー大賞
『魂でもいいから、そばにいて』奥野修司著
『日本中枢の狂謀』『釣りにいこうよ！』
『鈴木みきの休日ふらり山旅計画』
『面白くて眠れなくなる天文学』
『悪寒』伊岡瞬著　『標的』真山仁著　『腐れ梅』澤田瞳子著
　☆その他、話題の本をお届けします！

【児童書】
『うみのそこ　たんけん』『むしさん　なんのぎょうれつ？』
『ポレポレやまのぼり』『おもちのかいすいよく』
『ぼくたちのリアル』産経児童出版文化賞
『ややっ、ひらめいた！奇想天外発明百科』　　など全 9冊

夏休みのおすすめ！

『いきもの飼い方図鑑』
『どうぶつのからだ　これ、なあに？』

（全 7）
『はじめて学ぶ憲法教室』（全 4）
『ロボット大研究』（全 3）　　など

夏休みの“お役立ち本”

・読書感想文課題図書（全 18）
・自由研究や工作
・アウトドア―関連の本
・旅の本　　など

おはなし会
☆ 7月 15日（土）午前 11時〜 11時 30分
☆町民図書館　1階
☆内容　『なつのいちにち』『スイミー』
　　　　『うみの 100 かいだてのいえ』

幼児から小学生くらいまで　どなたでもどうぞ !!

【図書館臨時休館のお知らせ】
　図書貸出システム更新のため
　7 月 8日（土）・9日（日）が休館となります。

大変ご迷惑をおかけしますが、よろしくお願いします。

戸籍の窓
自 5月 1日　至 5月 31 日　届出（敬称略）

おめでた（出生）
	 地　区	 氏　名	 性別	 保護者
	天 神 中 條	 レー　ハナ		 女	 レー ビエト タム
	長　　　 	 藤巻　樹來	（いつき）	 男	 晃　一
	大　　　椚	 望月　菜絵	（な　え）	 女	 大　樹
	青　柳　町	 立川　　昊	（そ　ら）	 男	 大　貴
	鰍　沢　北	 石部　夏輝	（なつき）	 男	 大　雅
	 〃	 伊藤　昌臣	（まさおみ）	 男	 龍　哉

およろこび（結婚）
	 地　区	 氏	 名	 （ 旧 姓 ）
	最　勝　寺	 中丸　恭輔	 紗　季	 （ 手 塚 ）
	小　　　林	 髙橋　賢弐	 麻　美	 （ 小 池 ）
	青　柳　町	 一宮　良太	 千　華	 （ 坂 本 ）

おくやみ（死亡）
	 地　区	 氏　名	 年齢	 届出人
	青　柳　町	 秋山はるゑ	 94	 熊王　守
	𣇃　　　米	 深 登志夫	 81	 節　　子
	小　　　林	 鹿　　進	 79	 国　　彦
	 〃	 前橋てる子	 85	 繁　　喜
	大　　　椚	 依田　　弘	 84	 勉
	 〃	 市川かつ代	 93	 政　　敏
	平　　　林	 秋山　文則	 80	 和　　仁
	穂　　　積	 深澤　一枝	 89	
	鰍　沢　北	 遠藤　光夫	 90	 雄　　子
	鰍　沢　中	 樋口　　裕	 69	 修　　司
	 〃	 三好　菊江	 103	 俊　　美

ひとのうごき（ 6月 1日現在）

人　口	 15,538 人	 （− 5）
　男	 7,575 人	 （− 2）
　女	 7,963 人	 （− 3）
世　帯	 6,321 戸	 （　 0）

スタジアムで応援しよう！

海へ！山へ！森へ！

読んでみませんか
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4 歳くらいまでのお子さまの写真を募集しています。

http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp　Eメール：webmaster@town.fujikawa.yamanashi.jp

遠藤　颯
そう

大
た

くん　6歳（鰍沢北）
　

立川結
ゆ
莉
り
愛
あ

ちゃん
（平成 26年 3月・青柳町）
父　大貴さん・母　あすかさん

武居　和
かず
真
ま

くん
（平成 26年 3月・穂積）
父　正道さん・母　藍子さん

井上　弥
み
香
こ

ちゃん
（平成 26年 3月・鰍沢中）

母　智子さん

詳し
くは
こち
ら

富士川町　アイドル

　ムードメーカーの優しくて
人気者。どんな女の子に成長
するか楽しみです。

　お世話大好き☆
　春からお姉ちゃんになりま
した（・∀・）毎日この笑顔で
いてね♡

　天真爛漫で誰からも愛され
る、かずま。その笑顔でみん
なを幸せにしてね！

　

あ
さ
が
お
の
花は
な

は
紙か
み

染ぞ

め
で
す
。
赤あ
か

い

花は
な

が
う
ま
く
作つ
く

れ
ま
し
た
。

　

鉢は
ち

は
ク
レ
ヨ
ン
で
絵え

を
描か

い
て
、
絵え

の

具ぐ

で
塗ぬ

る
は
じ
き
絵え

で
す
。
手し
ゅ

裏り

剣け
ん

を
描か

き
ま
し
た
。

編
集
・
発
行
　
山
梨
県
南
巨
摩
郡
富
士
川
町
役
場
／
政
策
秘
書
課

〒
400−

0592　
電
話
（
0556）

22−7216


